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RI会長テーマ 「ＲＯＴＡＲＹ ＣＯＮＮＥＣＴＳ ＴＨＥ ＷＯＲＬＤ」 

― ロ ー タ リ ー は 世 界 を つ な ぐ ― 

地区ガバナーテーマ 「クラブイノベーション ＣＬＵＢ ＩＮＮＯＶＡＴＩＯＮ」 

―クラブの将来像を明確にし クラブ改革を実践しよう― 

地区運営方針 連続性・双方向・より良く 

地区目標(クラブ運営に関する項目) 

1. クラブ改革を実践しよう 

2. ロータリー賞 ガバナー賞にエントリーしよう 

3. 会員増強を実践しよう 

地区目標(地区運営に関する項目) 

1. 新クラブの結成を目指します 

2. ロータリー奨学金制度の創立を目指します 

3. クラブのグローバル補助金の申請実務をサポートする

体制の構築を目指します 

表紙写真解説 

最終号の表紙は、昨年7月から12か月間掲載した『今月のガバナーの一字』を集めてみました。
『繋』で始まり『繋』で終わる・・・。森田ガバナーの人柄が現れた一字です。各月ともに思
いの詰まった一字となっております。今一度、読み返してみてください。ロータリアンとして
の考え方や行動のヒントになる事が見つかるかも・・・。一年間ありがとうございました。 
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ガバナーメッセージ 

国際ロータリー第2840地区 

2019-2020年度 

ガバナー 森田 高史 
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ROTARY  
CONNECTS THE WORLD 

皆さんこんにちは。 
私の年度も6月で最終月となりました。 
会員の皆様には1年間本当にお世話になり誠にありがとうございました。 
心から感謝申し上げる次第であります。 
 
 さて、新型コロナウィルスの影響も、群馬県におきましては、5月14日に政府の緊急事態宣
言が解除となり、私が執筆している本日は5月16日ですが、ここ10日近く新たな感染者が全く
発生しない状況となりました。 
 ロータリアンを含む多くの県民の皆様が経済的にもダメージを受けている中、それぞれの立
場で自粛をはじめとする責任を全うした結果ではないかと感じております。 
 ロータリーにおきましても3月上旬から地区並びにクラブの活動の延期や中止を余儀なくさ
れてまいりましたが、多くのクラブにおきましては、6月には、例会の再開に漕ぎ着けている
ものと期待を込めて、推察しているところであります。 
 もし、私の年度内にクラブの例会や活動が、再開されているとすれば、望外の喜びでありま
す。 
 山田年度へ向けても、一層の準備が整うものと、期待するところであります。 
 
 まさか、年度後半に全世界が大きな影響を受ける今回の新型コロナウィルスのような感染症
が蔓延しようとは、予想だにしなかったところではありますが、ガバナー補佐をはじめとする
地区役員・委員の皆様のご協力により地区運営も何とかここまで歩みを進めることが叶いまし
た。 
 同様に各クラブにおかれましても、会長、会長エレクトをはじめとするクラブリーダーの皆
様のご努力により、例会を再開し年度末へ向けての活動再開と次年度へ向けての準備を進めて
いるものと思います。 
 引き続き、楽観することはできませんが、会員の皆様におかれましては、くれぐれもご自愛
の上、ロータリー活動再開の喜びを噛み締めていただきたいと思います。 
 地区の年次報告書につきましては、別途発刊する予定でありますが、6月月信増刊号として、
月信上にも掲載したいと考えております。 
 
地区内ロータリーの全ての会員の皆様に心から感謝申し上げましてガバナーメッセージの締め
括りといたします。 
 

１ 年 間 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た ！ ！ 
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 さて、6月は「ロータリー親睦活動月間」です。 
 RIの提唱する「親睦活動」は、クラブの枠を超えた一定の条件を満たした国際的な活動の正
式な名称です。 
 多くの皆様が直感的に想起する「ロータリーは親睦と奉仕である」の親睦とは違い、RIのプ
ログラムの1つであります。 
 しかし、今はそのことよりも、今日の状況を踏まえて、親睦そのものに言及したいと思いま
す。 
 今さら、親睦のはなし？と思う方もいらっしゃるかも知れませんが、今ほど親睦を恋しく思
う時はないのではないでしょうか。 
 今までの日常の有難さを会員の皆様も噛み締めているのではないでしょうか。 
 新型コロナウイルスという外的要因により親睦が敵わない現在においては、どうしたら親睦
を図ることができるのか、親睦を図る方法を考えなければなりません。 
 
 ロータリーの創始者ポール・ハリスは「ロータリーをなぜ創立しようと思ったのですか？」
の問いに対して「寂しかったから」と答えています。 
 115年前のシカゴの社会状況を如実に表わしている言葉であると思いますが、115年経過し
た現在でも、原因の違いこそあるものの、同じように心を満たせない状況となっております。 
 日本には34地区あり34人のガバナーがおります。 
 年度当初より様々な親睦や交流を行なってまいりましたが、こうした状況となり、地域会議
も中止され、それぞれの地区の地区大会へ参加することも敵わなくなったため、従来より利用
しているグループメールに加えて、ここ数ヶ月はラインやZOOMを利用した「オンライン飲み
会」を行なっております。 
 お酒を飲むかどうかは自由ですが、夜8時から10時まで、楽しく参加し、情報交換を行うこ
とが可能となっています。 
 皆様方のクラブでも可能な親睦の方法ではないかと思います。 
 ご高尚のとおり6月は年度末ということで例年退会者が多くなる月であります。 
 どうか、親睦や交流の方法を考えて、可能な限り多くの会員にロータリアンとしての活動を
継続していただけるよう行動を起して頂きたいと思います。 
 今こそ繋がる時だと思います。 
 

ＲＯＴＡＲＹ ＣＯＮＮＥＣＴＳ ＴＨＥ ＷＯＲＬＤ 
ロータリーは世界をつなぐ 
今こそ会員と繋がりましょう！！ 
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国際ロータリー第2840地区 
2019－2020年度 

ガ バ ナ ー     森田 高史 
ガバナー指名委員長 竹内 正幸 
地 区 幹 事   新井 良和 

 
2020年5月14日、国際ロータリー第2840地区ガバナー指名委員会より、足立進さん(前橋東
RC)を「2021-2022年度ガバナーノミニー」として決定いたしましたことをご通知申し上げま
す。 
 

2019－2020年度 
ガバナー指名委員会 委員長  竹内 正幸 

委 員  生方  彰 
委 員  本田 博己 
委 員  田中 久夫 
委 員  宮内 敦夫 

2021-2022年度 ガバナー候補者 

ガバナーノミニー決定のお知らせ 

ガバナーノミニープロフィール  足立 進(前橋東RC) 

【 略 歴 】 
 生年月日  １９５７年１月７日 
 住  所  前橋市 
 職  業  弁護士 
 現  職  足立法律事務所 所長 弁護士 
 学  歴  一橋大学 法学部卒 
 公  職  2001-2002年 群馬弁護士会副会長 
       2014-2015年 群馬弁護士会会長 
               日本弁護士連合会常任理事 
【ロータリー歴】 
 [ クラブ ] 
   1989年9月  前橋東ロータリークラブ入会 
   2017-18年度 会長 
 [ 地 区 ] 
   2016-17年度 米山記念奨学委員会 委員 
 
 ロータリー財団 
   ポール・ハリス・ソサエティ 
   ポール・ハリス・フェロー（マルチプル） 
 
 米山記念奨学会 
   米山功労者（マルチプル） 
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地区ガバナーエレクトの皆さま 
 
RI理事会は4月末に会合を開き、新型コロナウイルス流行を受けて、ロー
タリーのプログラム、会合、行事の全参加者の健康と安全を守るための重
要な決定を行いました。これらの決定についてご報告し、皆さまのサポー
トをお願いしたくご連絡しております。私たちは、この新しい状況に適応
していく必要があります。簡単ではありませんが、この経験から価値ある
教訓を学び、それを今後数十年にわたるロータリーのさらなる発展に必要
な長期的変化へと生かしていけると信じております。 

コロナウィルス関連 

2020-2021年度RI会長からガバナーエレクトにあてたメッセージ 

 
最も重要な点は、直接に会ういかなるロータリーの会合・行事も必須としないことを理事会が
決定したことです。ウイルス流行のため出席を希望しない人は、直接に顔を合わせる行事を欠
席することが認められます。これは私たちにとって大きな変更であり、すべてのロータリアン
とローターアクターが大事な存在であるからこそ、その健康と安全を最優先するための必要な
決定となります。 
 
私たちは皆、再会の日を待ち望んでいます。しかし、ロータリーでのつながりと奉仕が国際的
な性質をもつことを考えると、特に細心の注意が必要とされます。新型コロナウイルスの世界
的流行がいつまで続くのか、またワクチンがいつできるかは誰にもわかりません。また、ロー
タリーには公共保健の国際的リーダーとなる特別な責任があります。このため、ロータリー会
合の招集者と運営者は、直接顔を合わせる会合を実施するか否かを決定する際、その時点にお
ける健康上の懸念を考慮に入れることが求められます。行事運営者は、現地で施行されている
保健上・安全上の規則をすべて守り、必要であれば地元の規則よりもさらに慎重に対応しなけ
ればなりません。この目的のため、2020年の残りすべてのRI理事会会合とRI委員会会合は、
オンライン形式で実施されます。   
 
ロータリー研究会、ガバナーエレクト研修とガバナーノミニー研修 
各地域での研究会、およびガバナーエレクト研修とガバナーノミニー研修の招集者は、これら
の研修の最善の実施方法(直接顔を合わせるか、オンラインか)を判断する際に、地元で義務づ
けられている保健・安全のガイドラインに従うことが求められます。今後入手可能となるその
他の情報については、理事に相談することをお勧めします。例年、これらの研修にはロータ
リー職員も出席して研修を提供していますが、今年は例外的状況を除き、ロータリー職員が研
究会やガバナー研修に出席することはできません。 
 
会長代理 
今年は、直接顔を合わせて地区大会が開催できない地区もあります。このためRIでは、公平さ
を保つために、2020-21年度地区大会への会長代理の出席経費を一切負担しないこととなりま
す。会長代理の派遣を地区が要請した場合、会長は、地区が所在する同じ地域から会長代理を
任命できますが、RIによる経費の負担はありません。 
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地区ガバナーの訪問 
ガバナーは、2020年の間はオンライン会議を用いてクラブ訪問を行うことが奨励されていま
す。オンラインでクラブ訪問を行うためのベストプラクティスやガイドラインについては、ク
ラブ・地区支援室にお問い合わせください。直接の訪問が適切である場合もあるかもしれませ
んが、会員の健康と安全に懸念がある場合や不安が伴う場合には、オンライン会議で行うこと
を奨励いたします。 
 
地域リーダーによるセミナー 
地域リーダーも、2020年の間の研修セミナーとその他の行事をオンライン会議を用いて行う
ことが強く奨励されます。 
 
これらは理事会にとって難しい決定であったと同時に、必要な決定であり、また皆がオンライ
ンの方法に慣れ、これを効果的に活用する機会をもたらすものでもあります。ロータリーのク
ラブ・地区支援室職員は、オンラインでの研修、クラブ訪問、地区運営をお手伝いできます。
ロータリーのラーニングセンターにある新しい学習トピック「オンラインでのミーティング」
では、オンライン会議実施の参考になる情報や資料を閲覧・シェアすることができます。 
 
この危機が終わるとき、私たちは皆、いかにしてこれまでと違う方法で交流したか、また新し
いテクノロジーがいかに強力なものであるかを、驚きの念とともに振り返ることでしょう。こ
のような適応は、クラブについて再考する機会となります。また、助け合いの経験を通じて、
私たちがいかに互いを必要としているか、会員の積極的参加がなぜ最大の課題であると同時に
最大の機会であるのかが示されるでしょう。 
 
新型コロナウイルス危機への皆さまの対応についてお伺いできることを楽しみにしています。
「ロータリーは機会の扉を開く」ことを、私は強く信じています。ときには必要に迫られて、
それが実現されることもあるのです。 
 
どうかお気をつけてお過ごしください。 
 
2020-21年度国際ロータリー会長 
ホルガー・クナーク 
 
CC: 地区ガバナー、地区ガバナーノミニー 
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コロナウィルスにおける地区対応表 No.3 5月17日時点 
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2020年4月各クラブ例会開催状況 
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2020年4月各クラブ例会開催状況 
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新型コロナウイルス禍における出席免除規定の採択についてのご提案 

国際ロータリー第2840地区 

各クラブ会長・幹事 様 

 

国際ロータリー第2840地区 

ガバナー 森田 高史 

地区幹事 新井 良和 

 

拝啓 新緑の候、貴クラブにおかれましては益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。また日

頃より地区運営に対しまして、ご理解とご協力をいただきまして誠にありがとうございます。 

 さて、新型コロナウイルスの感染状況ですが、全国に発出されておりました緊急事態宣言は

5月14日に群馬県を含む39県が解除となり、その被害拡大も地域的には見られるものの爆発的

な拡大は阻止出来ている状況にあると思われます。 

 しかしながら、各クラブでは、例会・理事会の開催、各種事業の実施につきまして活動を再

開して良いのかの判断に苦慮されていることと拝察致します。 

 つきましては地区といたしましては、コロナウイルス対策を出来る限りの配慮をして頂いた

上で開催可能と判断されたクラブから例会を再開していただきたいと考えておりますが、会員

によりましては年齢・既往症などの理由により出席が出来ないと判断をされる方もいらっしゃ

ると思いますので、その救済策といたしまして「別紙」の通り、出席規定の免除を提案させて

いただきたく存じます。 

 上記ご賢察の上、各クラブにおかれましてはクラブ自治権をそれぞれに行使して頂き、ご検

討・ご判断いただきますようお願い申し上げます。 

敬具 
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集合例会再開時における出席免除の提案について 
 
 例会場に集合して例会を開催する場合、新型コロナウイルス感染防止対策(座席の間隔確保、
マスクの持参着用、弁当の持ち帰り等)を考慮して開催されると思いますが、年齢や基礎疾患
をお持ちの方、あるいは特定警戒都道府県への出張帰り等の理由により、感染(する、させて
しまう可能性)を心配される会員もおられると思います。 
 例会出席を希望していても、感染の心配から欠席せざるを得ない会員に対して、一定期間
(コロナウイルス収束まで)について、標準ロータリー定款 第10条 第5節(a)を適用し出席規定
の免除を提案するものです。 
 
標準ロータリークラブ定款 
第10 条 出席 
 
 第5節 - 出席規定の免除。次のような場合、出席規定の適用は免除されるものとする。 

a. 理事会は、正当かつ十分な理由、条件、および状況によるものを承認する。このよう
な出席規定の適用の免除は、最長12カ月間までとする。ただし、健康上の理由、子ど
もの誕生または養子縁組の後、または里親期間中に欠席となる場合は、理事会が当初
の12カ月を超えて延長することができる。 

b. (省略) 
 
 第6節 - 出席の記録。本条第5節(a)の下に出席規定の適用を免除された会員がクラブ例会を 
  欠席した場合、その会員と欠席は、出席記録に含まれないものとする。(以下、省略) 
 
 第7 節 - 例外。本定款の第10条に従わない規定を細則に含めることができる。 
 
 
※承認するにあたり考慮すべき点(案) 
 
・正当かつ十分な理由 … ・年齢、基礎疾患等により、感染による健康上の不安が大きいため 
             ・自身に感染の可能性があり、他者への感染拡大を予防するため 等 
 
・条件 … 集合例会開催の都度、事務局に連絡をしていただく 
 
・状況 … 地域の新型コロナウイルス感染状況、会員の例会出席に対する不安状況等を考慮 
 
※皆勤表彰について(案) 
 上記の規定により例会出席を免除された会員の皆勤表彰については、当該免除された例会が 
 開催されなかったものとして取り扱うものとする。 
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ロータリー財団管理委員長からのメール 4月9日配信 

世界的危機の中で皆さまのリーダーシップを 
 
 
ロータリアンは、リーダーとして世界の大きな課題に結束して取り組みます。新型コロナウイ
ルス(COVID-19)の世界的流行の中、世界中の地域社会が非常に大きな課題に直面しています。
世界中のロータリー地区から記録的な数のロータリー災害救援補助金の申請書が寄せられてお
り、ロータリアンが地元地域のために積極的に支援に乗り出しています。しかし今、皆さまか
らのご支援が必要とされております。 
 
補助金が世界中で必要とされていることを受け、ロータリー財団管理委員会は、これらの補助
金のために投入する資金を100万ドルから300万ドルに増額しました。この資金は、先週に皆
さまにご連絡して以来、多くの方々や地区から災害救援基金に寄せられた寛大なご寄付に追加
されます。多くのご支援に励まされる一方で、需要は引き続き高まっております。現時点で、
寄せられるすべての補助金申請に災害救援補助金を授与するだけの資金がありません。地区財
団活動資金(DDF)をご寄贈いただくことで、その大きな助けとなります。 
 
災害救援基金へのDDFの寄贈において皆さまにリーダーシップを発揮していただくことで、こ
の資金を確保し、世界でより多くの地域社会を災害救援補助金で援助することが可能となりま
す。地区を代表してDDFをご寄贈いただくか、個人としてご寄付いただくことができます。 
 
世界のロータリー会員は、この先の見えない困難な状況を乗り越えるために懸命に活動してい
ます。どんなに大きな課題も必ず乗り越えられます。一体となって地域社会の切迫したニーズ
に応えながら、新型コロナウイルスの拡大と闘い、命を守っていきましょう。 
 
「世界でよいこと」への皆さまのリーダーシップと揺るぎないコミットメントに、重ねて感謝
申し上げます。 
 
何とぞよろしくお願いいたします。  
 
 
2019-20年度ロータリー財団管理委員長 
ゲイリー C.K. ホァン  
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会員増強詳細報告 2020年4月RI発信 4月7日配信 

新型コロナウイルス流行の中でつながりを維持する 
 
 
ロータリーは一世紀以上にわたり、親睦と奉仕を通じて世界を結びつけてきました。新型コロ
ナウイルス(COVID-19)の流行により私たちの日常生活が変わり、ロータリークラブやロー
ターアクトクラブの多くの例会や行事がキャンセルされました。しかし、通常の活動が不可能
であっても、会員同士で連絡を取ってつながり、地域社会に奉仕する方法があります。  
 
クラブは、Zoom、スカイプ、GoToMeetingなどのオンラインツールを利用して例会を行うこ
とができます。これらのプラットフォームはいずれも、アカウントの設定方法から技術的問題
の解決まで、強力なサポートを提供しています。ロータリーとローターアクトの会員は、
「ロータリー グローバル リワード」を通じてZoomの割引を受けることができます。また会
員は、ソーシャルメディアやフェイスタイム、グーグル・ハングアウト、WhatsAppなども利
用して連絡を取り合うことができます。  
 
ロータリーのウェブサイトで、オンライン例会を開催するためのヒントやガイダンスをご覧く
ださい。皆さんのクラブまたは地区では、COVID-19への対応期間中、会員の参加をどのよう
に促進していますか。ぜひご紹介ください。 
 
以下にさまざまな方法をご紹介します(リンクはいずれも英語となりますのでご了承ください) 

第6690地区は、COVID-19の緊急事態においても、オンラインで会合を開き、ソーシャル
メディアで交流し、距離を保ちつつ奉仕をするためのガイドラインを発行しました。詳細を読
む  

第34ゾーンのロータリーコーディネーターが、どのように工夫と適応力をもって会員の積極
的参加を維持しているかご覧いただき、COVID-19への対応に関するガイドをダウンロードし
てください。 

米国西部の多地区合同情報組織であるBig West Rotaractは、困難に直面しているロータリ
アンとローターアクターを、ほかの会員と結びつけています。支援関係を結ぶ際は所定の書式
を用いています。  

クラブのオンライン化について、国際Eクラブ委員会の元委員長であるシャーロット・アル
ベリさんからのアドバイスをお読みください。 
>> ブログ「新型コロナウイルス流行の中でロータリーに参加しつづける方法」  
 
職業的・個人的なスキル発展の機会  
在宅時間が増えて、新しいスキルや情報を学ぶ時間があるという方は、ラーニングセンターで
利用できるコースをご利用ください。メンタリングや進行役のヒントなど、さまざまなオプ
ションがあります。  
 
入会候補者とつながる  
オンラインや電話で連絡を取り合うことが増えている現在、ロータリー入会に関心がある人た
ちと連絡を取ってみましょう。こんなときだからこそ人とのつながりが必要だと感じる人は大
勢おり、電話一本でロータリーへの関心を高め、つながりを感じられることもあるでしょう。
連絡を取る際は、この緊急事態にロータリーや地元のクラブがどのように対応しているかを紹
介することもできます。この機会に、入会候補者情報プログラムの状況を確認してみましょう。 
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地区危機管理委員会 

開催日：令和2年4月21日 18：00～19：30 
場 所：前橋問屋町センター会館 
出席者：森田ガバナー・森田地区危機管理委員長(PG)・山田ガバナーエレクト・新井地区幹事 
    岡部地区幹事・吉井青少年交換委員長・堤RA委員長・竹部IA委員長 
    古市RYLA委員長・板橋米山奨学記念委員長・岸副幹事 
報告者：地区副幹事 岸 慈音 
 
 コロナウィルスの影響により、地区危機管理委員会として有事の際の対応や、次年度におけ
る青少年奉仕の運営方法等を下記議題に沿って話し合われました。 
 冒頭、森田ガバナーより青少年の安全のためは、危機管理委員会としてどのようにカバーし
ていくのかを協議していただきたいと挨拶がなされ、森田均危機管理委員長からは、ロータ
リーとして大きな試練を皆様の英知を集結して対応したいとの挨拶がありました。今回、地区
で話し合われた危機管理を、今後は各クラブにも周知できるようにしていきます。 

〔次第〕 
報告事項 
① 各クラブの例会開催状況について 
② 森田年度 青少年交換学生の対応について 
③ その他 
 
協議事項 
① 青少年交換事業(今年度・次年度)について 
② RYJEMについて 
③ インターアクトの例会開催・事業(今年度・次年度)について 
④ ローターアクトの例会開催・事業(今年度・次年度)について 
⑤ RYLA事業(次年度)について 
⑥ 米山記念奨学事業(今年度・次年度)について 
⑦ 今後の各クラブの例会開催(地区指針)について 
⑧ IAC・RAC・RYLA賠償責任保険について 

 
 

森田ガバナー 
吉井委員 

 
 
 

吉井委員 
吉井委員 
竹部委員 

堤委員 
山田エレクト・古市委員 

板橋委員 
森田ガバナー 
山田エレクト 
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第1回年次報告書作成委員会 

森田ガバナー年度年次報告書を作成する為の第１回年次報告書作成委員会が開催されましたの
で報告いたします。 
 
議 題：年次報告書作成について 
日 時：4月28日(火) 
場 所：伊勢崎プリオパレス 
出席者：森田ガバナー 新井地区幹事 伊久間委員長 西野副委員長 岡部委員 
    須藤地区副幹事 
 
出席者の間の間隔も十分にとり、換気にも気を付けて実施いたしました。 
 
内容 
 
1. 森田ガバナーご挨拶(方針、進め方) 

 
2. 伊久間委員長ご挨拶(今後の進め方) 

 
3. 内容 

具体的な記載内容等については、今後詰めながら実施してゆく。 
執筆依頼一覧表作成する。 
年次報告書フォーマットを作成する。(委員会実施報告書 事業報告書に分ける) 
• 編集後記を追加(担当：委員長) 
• 150～200ページ 
• 250部印刷(各クラブ3冊 135部 地区役員 90部 予備 25部） 
 

4. スケジュール 
 
次年度の地区大会(11月14日～15日)の前に発行 
4月27日 第一回委員会 
6月上旬 原稿依頼文の発信 
7月末 原稿締めきり 
8月上旬～10日頃に催促し8月12日最終締め切り 
9月末に完成(遅れても10月上旬) 
 

以上 
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2019-2020年度 ガバナー賞 申請のお願い 

［各種表彰体系］ 
 
Ⅰ．RI会長賞 

RIに直接申請となります。 
受賞要件・申請方法は会員必携P8~P9をご覧ください。 

Ⅱ．ガバナー賞 
ガバナー事務局に申請書をメールしてください。 

Ⅲ．数値目標達成表彰 
申請書の提出は不要です。 

 

［ガバナー賞申請要領］ 
 
Ⅰ．申請方法 

添付の申請書にてガバナー事務局に申請してください。 
メールのみの受付となっております。 

Ⅱ．申請期限（締切） 
２０２０年7月31日（金） 

Ⅲ．表彰 
２０２０年11月15日（日）の地区大会にて表彰します。 

 

［ガバナー賞申請要領］ 
 
Ⅰ．申請方法 

添付の申請書にてガバナー事務局に申請してください。 
メールのみの受付となっております。 

Ⅱ．申請期限（締切） 
２０２０年7月31日（金） 

Ⅲ．表彰 
２０２０年11月15日（日）の地区大会にて表彰します。 

 
 

［ガバナー賞の種類］ 
 
Ⅰ．奉仕活動部門 

ロータリーの５大奉仕部門の活動で顕著な成果の上がった活動について申請してくださ
い。 
１． クラブ奉仕    ２．職業奉仕    ３．社会奉仕 
２． 国際奉仕     ５．青少年奉仕 

 
Ⅱ．公共イメージ向上部門 

ロータリーの公共イメージの向上に繋がった事業について、写真や記事を添付して申請
してください。 
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Ⅲ．会員基盤向上部門 
クラブにおいて、新会員の増強や退会防止、また会員の定着率向上などにおいて成果の
上がった活動について申請してください。 
(例) 1.新会員に対するオリエンテーションの開催 
   2.退会防止に資する具体的な活動 
   3.研修委員会の設置によるセミナーの開催   など 

 
Ⅳ．クラブ改革部門 

クラブの規定、現況報告書、理事会・例会の内容や方法など、特に前年度まで行ってい
なかったことについて、新たに実施したクラブ改革に繋がるような活動について申請し
てください。 
(例) 1.WEB会議の実施 
   2.現況報告書の充実 
   3.退会防止に資する規定の改訂 
   4.ウイークリーの充実・活用   など 

 
Ⅴ. 最優秀ガバナー賞 

上記4部門の申請の中で最も優秀な活動を、本年度の最優秀ガバナー賞に選考いたしま
す。 

 

［数値目標達成表彰の種類］ 
 
Ⅰ．会員組織強化 

１．新会員入会目標達成クラブ(目標達成率100%以上) 全達成クラブ 
２．新会員入会最多クラブ(新会員入会者数)  上位3クラブ 
３．退会防止率優秀クラブ(退会者数÷年度初会員数) 上位3クラブ 
４．会員純増優秀クラブ(年度末会員数―年度初会員数) 上位3クラブ 
５．出席率優秀クラブ(会員個人毎の年間出席率の平均値) 上位3クラブ 

 
Ⅱ．財団寄付 

１．年次寄付総額優秀クラブ   上位3クラブ 
２．年次寄付人頭額優秀クラブ(1人150ドル以上)  上位3クラブ 
３．ポリオ寄付人頭額優秀クラブ(1人30ドル以上)  上位3クラブ 

  
Ⅲ．米山記念奨学金寄付 

１．米山奨学金寄付総額優秀クラブ   上位3クラブ 
２．米山奨学金寄付人頭額優秀クラブ 
  (普通寄付・特別寄付合計で1人 16,000円以上) 上位3クラブ 
３．米山功労クラブ    全達成クラブ 
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山田ガバナーエレクト通信 

国際ロータリー第2840地区 
ガバナーエレクト  山田 邦子 

 
COVID-19の治療のために世界中の医療機関がフル回転しています。院内感染も少なくなく医
療従事者の感染もあります。その現場では医療用防護設備が困窮しています。本来使い捨ての
用具を消毒して再使用せざるを得ない状態なのです。この危機的事態を少しでも助けるために
国際ロータリー第2840地区は奉仕活動を4月上旬に立ち上げました。 
国際ロータリー第2760地区名古屋和合ロータリークラブ福田哲三(国際ロータリーネットワー
キング&奉仕グループ委員会委員)会員の呼びかけで、医療従事者を保護するフェイスシールド
寄付プロジェクトを計画し、次年度地区補助金事業の前倒し事業として「群馬県医師会へフェ
イスシールド12,480枚寄贈」を行ました。4月24日贈呈式を行うという異例の早さで実行出来
ました。 
緊急事態の特例でありましたが、必要としている所へ1日でも早く役に立ちたいという奉仕の
機会が開かれました。(写真1～4) 
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5月2日付上毛新聞には、館林ミレニアムロータリークラブ(関口亮二会長)の、弱酸性次亜塩素
酸水240Lとマスク1,000枚を館林市に寄贈の記事が出ていました。地域に密着した明るい
ニュースです。ロータリーには『奉仕の喜び』があります。たくさんの喜びを期待しておりま
す。(写真5) 
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地区分担金支払いに対する今後の対応について 

国際ロータリー第2840地区  
各ロータリークラブ 御中 

 国際ロータリー第2840地区 
ガバナー     森田 高史 
ガバナーエレクト 山田 邦子 
地区幹事     岡部 幹雄 
地区財務委員   鴻田  敦 

 
 

拝啓 日頃より地区運営にご協力いただき厚くお礼申し上げます。 
 また、新型コロナウイルス感染防止の観点から県内45クラブ会長・幹事の皆さま方が例会開
催等でご苦労なさっていることに敬意と感謝を申し上げます。 
 ご高尚のとおり、現下の状況を踏まえ5月17日開催予定の「地区研修・協議会」は、山田邦
子ガバナーエレクトの地区運営方針をビデオ配信と致しました。 
 また、決議事項である地区組織及び予算案もすべてのクラブよりご賛同を頂戴しました。 
 これから7月1日より新年度の予算を執行するにあたり、山田ガバナーエレクトもそのビデオ
メッセージで申し上げましたが、以下の事項につきまして再度確認をさせて頂きますのでよろ
しくお願い致します。 
 

記 
 
1. 例年7月1日現在の会員数をご報告した後、当該人数に地区分担金12,350円(本年度負担金

額の半分)を乗じた金額をガバナー事務所口座にお振込みをお願いしています。 
 

2. 山田邦子ガバナー年度におきましては、7月1日現在の会員数のご報告はお願いしますが、
分担金の支払いは各クラブの現状に応じ10月末日までその支払いを猶予させて頂きます。
また、10月以降もその支払いが困難な状況が想定されるのであれば会計長までご相談下さ
い。なお、支払いの状況が整っているクラブは通年とおりの支払いをお願い致します。 
 

3. 次年度は地区運営方針でもご説明した通り、各事業及び地区行事が新型コロナウイルス感
染症防止の観点から中止となる可能性があります。 
事業資金としてこれからお預かりする予定額は、当該事業及び地区行事が中止となった場
合は各クラブにご返金をさせて頂く予定です。その場合は後期分の地区負担金の支払いと
相殺等を含め各クラブにご連絡させて頂きます。 

 
以 上 
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氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

中野 正彦 
前橋 
2020年04月21日 
銀行 
(株)みずほ銀行 
    前橋支店 
支店長 
江原 友樹 

氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

古谷 忠之 
桐生南 
2020年04月01日 
高齢者福祉施設 
社会福祉法人 
     邦知会 
理事 
菊地 雅子 
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氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

役職 
推薦者 

泉 純平 
高崎 
2020年03月10日 
司法書士 
泉司法総合事務所 
所長 
金井 裕 
川嶋 正靖 

氏名 
クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

役職 
推薦者 

新井 宏 
高崎南 
2020年04月07日 
旅行斡旋業 
(株)JTB 群馬支店 
営業担当部長 
大熊 章之 
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開催日 項目 場所 

2019年 
『疾病予防と治療月間』 

12月 

7日(土) 

米山記念奨学生選考会面接官オリエンテーション ホテルメトロポリタン高崎 

米山学友会忘年会 ホテルメトロポリタン高崎 

8日(日) 第38回茶の湯倶楽部研修会 茶寮「いま泉」 

14日(土) 
(山田年度)第1回ガバナー補佐・ 
             委員長予定者合同会議 

前橋問屋センター会館 

2020年 
『職業奉仕月間』 

1月 

11日(土) 第3回ガバナー諮問委員会・GE壮行会 伊勢崎プリオパレス 

18日(土) 

第1回地区補助金予備審査会 前橋問屋センター会館 

米山記念奨学生選考会 伊勢崎プリオパレス 

19～25 国際協議会(GE出席) アメリカ・サンディエゴ 

『平和と紛争予防・紛争解決月間』 

2月 

15日(土) 

第4回ガバナー諮問委員会・GE報告 前橋商工会議所 

(山田年度)地区チーム研修セミナー 前橋商工会議所 

23日(日) 第2840地区 創立20周年記念祝賀会 伊勢崎プリオパレス 

29日(土) 
米山記念奨学生修了式・歓送会 
  ※中止になりました。 

ホテルメトロポリタン高崎 

『水と衛生月間』 

3月 

14～15 
(山田年度)会長エレクト・ 
    幹事エレクト研修セミナー(PETS・SETS) 
  ※中止になりました。 

伊香保 福一 

26～29 
IA海外研修 
  ※中止になりました。 

台湾 

28日(土) 
第2回地区補助金予備審査会 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 
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行事予定表 
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開催日 項目 場所 

2020年 『母子の健康月間』 

4月 

17～18 IA台湾受入  ※中止になりました。 

18日(土) 

新規米山記念奨学生カウンセラーセミナー・ 
  ※中止になりました。  オリエンテーション 

前橋問屋センター会館 

新規米山記念奨学生オリエンテーション 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

新規米山記念奨学生 資格審査面談 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

19日(日) 
青少年交換ホストクラブ第1回オリエンテーション 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

25日(土) 地区大会記念ゴルフ大会  ※中止になりました。 軽井沢72ゴルフ 

26日(日) 地区補助金最終審査会  ※中止になりました。 前橋問屋センター会館 

(山田年度)第2回ガバナー補佐会議 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

(山田年度)第2回ガバナー補佐・委員長合同会議 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

『職業奉仕月間』 

5月 

2日(土) ローターアクト年次大会  ※中止になりました。 Gメッセ(高崎) 

17日(日) 
(山田年度)地区研修・協議会 
  ※開催方法変更になりました(ビデオ配信) 

ベイシア文化ホール 

『ロータリー親睦活動月間』 

6月 

6～10 国際大会  ※中止になりました。 ホノルル(米国ハワイ州) 

13日(土) 

米山学友会総会 
  ※次年度へ延期予定(7月11日(土)) 

ホテルメトロポリタン高崎 

米山記念奨学生指定校選定会議 
  ※次年度へ延期予定(7月11日(土)) 

ホテルメトロポリタン高崎 

20日(土) 

第5回ガバナー諮問委員会 伊勢崎プリオパレス 

現・新地区役員合同連絡会議 伊勢崎プリオパレス 

27日(土) 

(山田年度)第3回ガバナー補佐会議 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

(山田年度)ガバナー補佐・委員長合同会議 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

青少年交換受入学生歓迎会・夏期交換学生歓迎会 
  ※中止になりました。 
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2020-2021(山田)年度 行事予定表 

開催日 項目 場所 

2019年 
12月 14日(土) 

(山田年度)第1回ガバナー補佐・ 
             委員長予定者合同会議 

前橋問屋センター会館 

2020年 1月 19～25 国際協議会(GE出席) アメリカ・サンディエゴ 

2月 15日(土) (山田年度)地区チーム研修セミナー 前橋商工会議所 

4月 

5日(日) 
(山田年度)第2回ガバナー補佐・委員長合同会議 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

12日(日) 
(山田年度) 
会長エレクト・幹事エレクト研修セミナー 
  ※開催方法変更になりました。(ビデオ配信) 

前橋商工会議所 

5月 17日(日) 
(山田年度)地区研修・協議会 
  ※開催方法変更になりました。(ビデオ配信) 

ベイシア文化ホール 

6月 27日(土) 

(山田年度)第3回ガバナー補佐会議 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

(山田年度)第3回ガバナー補佐・委員長合同会議 
  ※中止になりました。 

前橋問屋センター会館 

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 
2019-2020 Vol.12 

 ※地区大会の会場が以下の通り変更となりました。 
  2020年11月15日(日) 地区大会 
   昌賢学園まえばしホール(前橋市民文化会館)⇒ベイシア文化ホール(群馬県民会館) 
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周年行事予定クラブ 

開催日 項目 場所 

2020年 
3月 7日(土) 

伊勢崎南ロータリークラブ 40周年記念式典 
  ※中止になりました。 

プラザ・アリア 

4月 

11日(土) 
安中ロータリークラブ 55周年記念式典 
  ※中止になりました。 

ホテル磯部ガーデン 

19日(日) 
群馬境ロータリークラブ 50周年記念式典 
  ※次年度へ延期となりました。 
   (2021年4月17日(土)) 

伊勢崎プリオパレス 

22日(水) 
前橋南ロータリークラブ 35周年記念式典 
  ※中止になりました。 

前橋商工会議所 

5月 

24日(日) 
高崎東ロータリークラブ 40周年記念式典 
  ※中止になりました。 

ホテルメトロポリタン高崎 

30日(土) 
館林ミレニアムロータリークラブ 
            20周年記念式典 
  ※中止になりました。 

レストランジョイハウス 

IM開催予定表 

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 
2019-2020 Vol.12 

開催日 分区 場所 

2020年 2月 22日(土) 第3分区  ※中止になりました。 グランビュー高崎 

3月 8日(日) 第5分区  ※中止になりました。 ホテルベラヴィータ 

3月 28日(土) 第1分区  ※中止になりました。 ロイヤルチェスター 

3月 29日(日) 第2分区A  ※中止になりました。 桐生プリオパレス 

4月 4日(土) 

第4分区A(第4分区Bと合同開催) 

ティアラグリーンパレス 

第4分区B(第4分区Aと合同開催) 

4月 5日(日) 第6分区  ※中止になりました。 緑野カントリークラブ 

4月 12日(日) 第2分区B  ※中止になりました。 ニューいずみ 

※中止になりました。 

※各分区で報告書を作成または作成中です。 
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出席報告 (4月末現在) 
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出席報告 (4月末現在) 

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 
2019-2020 Vol.12 
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新会員入会実績報告 (4月末現在) 
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繋 
 今月のガバナーの一字は「繋」とさせて頂きました。 
 ご記憶の方もいらっしゃるかも知れませんが、ガバナー月信第1号となった昨年の7月号で取
り上げた一字です。 
 今日、昨年の7月には全く想定できなかった世界を席巻する感染病新型コロナウィルスが蔓
延しております。 
 特に、2月下旬から、多くの感染者が発生し、外出自粛要請に始まり、緊急事態宣言を受け
ての接触8割減要請に至るなど、地域社会におきましてもリーマンショックを超えるともいわ
れる甚大な被害が生じております。 
 我々ロータリーも、地区、クラブとも大きな影響を受けるとともに、特に会員の個別の事業
所においてもかつてない程の経済的な影響を受けているとお聞きしております。 
 その結果人々の生活や経済活動、またロータリーにおいても分断が生じてしまいました。 
 
 実は、国際社会の分断は今始まったことではありません。 
 今から4年前２０１６年にはイギリスがＥＵから離脱するブレグジットとともに、アメリカ
ファーストを掲げる大統領が誕生しました。 
 コロナウィルス下でも、他国に対する批判や各国のリーダーから、耳を疑うような発言が気
になります。 
 
 キーワードは「分断」だと思います。 
世界は、ロータリーは、この分断を乗り越えていかなければなりません。 
 著名な国際政治学者からは、コロナ後の国際協調を担っていくのは、国家よりも民間人や企
業、或はロータリーを含むＮＧＯが主導していくのではないかと予測されております。国家の
大義は「国益」だと思いますが、国際協調の推進には、ロータリーが長年希求してきた「慈愛
の心」の方が有用なのかも知れません。 
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今月のガバナーの一字 
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 私のガバナー年度は今月で終了いたしますが、ガバナーエレクトとして出席した２０１９年
1月の国際協議会でのマローニーＲＩ会長の言葉を鮮明に思い出します。 
 
「世界がかつてないほど分断されている今日、私たち全員を繋ぐのはロータリーです。(中略)
比類のない基盤を有するロータリーを通じて私たちは、人類の素晴らしい多様性と繋がり、共
通の目的を追求しながら末永く深い絆を作り出します。」と。 
 

Ｒ Ｏ Ｔ Ａ Ｒ Ｙ  Ｃ Ｏ Ｎ Ｎ Ｅ Ｃ Ｔ Ｓ  Ｔ Ｈ Ｅ  Ｗ Ｏ Ｒ Ｌ Ｄ 
― ロ ー タ リ ー は 世 界 を つ な ぐ ― 
 
これからも世界の人達と、世界のロータリアンと繋がっていきたいと思います。 
1年間ご精読ありがとうございました。 
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地区会計長 髙橋 郁夫 
 
平成から令和の時代へ、国際
ロータリー第2840地区森田ガバ
ナースタッフとして、新井地区
幹事のコントロールを受けて事
業を行ってきました。 

ガバナースタッフ会議も4月現在41回を数え、充
実した協議を重ねながら素晴らしい事業が出来
たと思います。 
それぞれの事業はすべて思い入れの深いもので
すが、やはり「地区大会」は最大のイベントと
して、スタッフ苦渋の日々の上に、“尊い汗の結
晶”が輝いた2日間でした。 
また、地区大会記念ゴルフ大会は、自然災害と
コロナウイルスという強敵に一旦は阻まれまし
たが、直ぐそこに見えている素晴らしいグリー
ンで、皆さんと勝利宣言をしたいと思います。 

地区副幹事 多部田 敬三 
 
「一年を振り返って・・・」 
 
2017年11月29日からのスタッ
フ会議を皮切りに森田ガバナー
年度副幹事として、地区での主 

な担当は2019年10月27地区大会、年間を通じ
ての米山記念奨学委員会でした。 
2019年2月27日に地区大会コンセプト「全世界
におけるポリオ根絶に向けて」の発表と、予算
内での開催を森田ガバナーより要請されました。
テーマの具現化と各メンバーがＲＩの一員とし
て根絶参加意識をどこまで高められるかを考え
ました。想定外の事が発生し心残りはあります
が、一定の評価は得たと思います。地区米山活
動は板橋委員長、高沢副委員長様などのご尽力
により楽しく行うことができました。関係諸兄
に心より感謝を申し上げたいと思います。 

地区幹事 新井 良和 
 
「感謝」 
2018年12月に第1回ガバナー補佐会議を開催してから、エレクト年度・ガバナー
年度を通して様々な地区行事・セミナー・会議などを進めてまいりましたが、地区
役員・委員の皆様を始めクラブ会長・幹事さんが地区の活動に対しまして大変、好
意的・協力的に参加して下さいました事に心より感謝を申し上げたいと思います。 

特にパストガバナーの皆様からは暖かいご指導と共に「地区幹事は大変だろうけど、頑張ってね」
と励ましの言葉を度々頂きましたが、その労いのお言葉が大変ありがたく、私の活力となりました。 
また森田ガバナー以下14名のガバナースタッフは「楽しく活動してそれぞれの責任を全うしよう」
と事業を進めてまいりました。5月20日までで42回のガバナースタッフ会議を重ねた中、それぞれ
の責任を全うし、森田ガバナーと力不足の地区幹事を支えてくれました12名の副幹事の皆さんの献
身的な協力にも感謝を伝えたいと思います。 
ラグビーで「ONE TEAM」という言葉が流行しましたが、まさにその言葉通り、このメンバーで
活動出来た事に充実感と共に幸せを感じております。 
台風で開催出来なかった地区大会記念ゴルフ、コロナウイルスの感染により中止したIM、実現出来
なかった地区奨学金制度の立ち上げなど残念な事もありましたが、何とか年度を全う出来ることに
対しまして地区内すべての皆様に感謝を申し上げたいと思います。 
本当にありがとうございました。 
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地区副幹事 小澤 弘 
 
森田ガバナー年度副幹事を受けるにあたり、目標設定をしました。自分の姿勢とし
て、言い訳をしない、人の批判をしない、すべて自分事としてとらえるでした。森
田年度が始まる前の、地区チーム研修セミナーでは、しっかりと準備をした結果ど
うにか設営出来たかと記憶しています。年度が始まり、ロータリー財団セミナー、
地区補助金管理セミナーを担当し、設営側ではありますが、内容に関しても勉強さ
せていただき、それぞれのセミナーのあり方を自分なりに考えさせられました。担
当副幹事としての役割りは、果たせたような気がします。 

また、公式訪問では、第4分区Bを担当し、各クラブの気配り、目配り、心配りを感じ さすがロー
タリーだと思いました。ただ、クラブ事に温度差があり、森田ガバナーの提唱するクラブ自治を考
えた場合、それぞれの会長の大変さが身に沁みました。 
1年を通して、副幹事をやったか、やらないか、経験をしたか、しないかで、180度変わったと思い
ますし、今後のロータリー人生が大きく変わったと思います。 
最後に、森田ガバナーが地区目標に掲げた、日本人への奨学金制度は、今回、実行出来なかった事
は残念ではありますが、山田ガバナー年度以降、地区で実行してもらえたらと思います。森田ガバ
ナーの大変さがつくづくわかりました。目標設定である、すべて自分事としてとらえる事は、本当
に難しいと感じました。地区に、出向させていただいて、人の優秀さも、わかり、大変、刺激を受
けました。皆様、本当にありがとうございました。 

地区副幹事 関 徹也 
 
地区副幹事を担当させて頂き、
多くの方々との新しい出会いが
あり、こころの共有でき、人生
のかけがえのない財産で感謝し
ております。 

担当は地区記念ゴルフ大会が一番の大きな行事
で軽井沢72ゴルフでの開催を計画し新しい挑戦
でもありました。しかしご承知のとおり、台風
19号、新型コロナウイルスの影響で2度にわた
りキャンセルとなってしまいました。ホストク
ラブの伊勢崎南RCのメンバーが中心となり心ひ
とつに計画立案し、残念な気持ちでいっぱいで
す。昨年10月14日開催ではゴルフコンペ270名、
表彰式・ジャズコンサートに240名の多くの皆
様にご参加の申し込みを頂いたこと、感謝・感
謝で中止になってしまいましたが大成功であっ
たと考えさせて下さい。2年間、楽しくまた勉強
できましたこと、ありがとうございました。 

地区副幹事 岸 慈音 
 
地区副幹事として1年間、地区
運営の裏方として携わってきま
した。例年ガバナー排出クラブ
より地区スタッフが出向されま
すが、今までは地区副幹事の役 
割や何をしているかがわかりませんでしたが、
実際に携わってみると、裏方としての苦労や努
力を見ることができました。この経験を糧に、
次年度以降も率先して地区運営に協力をして、
少しでも業務の負担等が軽減できるように援助
していきたいと思います。とても素晴らしい経
験と素晴らしい出会いができました。1年間あり
がとうございました。 
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地区副幹事 山崎 由紀雄 
 
あっという間の一年。あと一月というところまで来てしまいましたが、本年度は実
に災害というものに苦しめられた年でありました。台風から新型コロナウィルスの
発生へと。私はこの感染拡大も災害の一つに認定してもいいのではと思う中で、あ
らためましてお怪我や感染症に罹患された皆様にお見舞い申し上げると同時に、亡
くなられた方々に心よりお悔やみ申し上げます。 

さて、私の副幹事としての役割は第6分区の担当。委員会は資金推進と管理。事業はRI代理の歓迎晩
餐会と地区大会の懇親会。そして最後にガバナー賞の担当をさせていただきました。ガバナース
タッフとして初めて地区への出向で、緊張感のある時間を過ごさせていただきました。特に公式訪
問では、8クラブほどお供させていただきましたが、それぞれのクラブの現状を伺い知ることができ、
大変貴重な体験と見識を深められました。また、つたないガバナースタッフの一人としての私では
ございましたが、地区役員、委員の皆様。そして事務局員のお二人。たくさんのクラブの皆様とお
知り合いになれたことは、私にとって素晴らしい財産になったことは言うまでもありません。 
最後になりますが、森田ガバナーをはじめとするガバナースタッフの皆様、そして関わっていただ
いた全ての皆様におかれましては大変感謝申し上げます。ありがとうございました。 

地区副幹事 加藤 学 
 
森田ガバナー年度の準備として
ガバナースタッフ会議は2017
年11月末からスタートし、その
時は地区運営とは何かを全くわ
かりませんでした。翌年の年末 
に第1回ガバナー補佐会議を皮切りに、1日に多
数の会議設営に汗を流しました。会議資料の配
布作業は、制限時間があり、いつも必死でした。
また年が明け、3月にPETS・SETS、5月に地区
研修・協議会を経て、ようやく7月本年度を迎え
ました。 
10月に開催された地区大会は、数多くの会議を
重ねた分だけ達成感を味わうことができました。
新型コロナ感染の影響により、3月からは苦境に
立たされておりますが、地区大会と公式訪問を
しっかりと開催できたことは、せめてもの救い
となっております。 

地区副幹事 久保木 雅彦 
 
私は、副幹事として地区研修委
員会、RLI推進委員会、20周年
記念式典・記念誌委員会、地区
研修協議会を担当させていただ
きました。今までに地区に出向 
した経験がなかったのですが、地区の事が少し
理解できるようになりました。各委員会の委員
長である竹内パストガバナーには、いろいろご
指導頂き感謝申し上げます。 
地区研修協議会につきましては、伊勢崎中央RC
池田実行委員長、そして会員の皆様に伊勢崎中
央RCの底力を見せて頂きありがとうございまし
た。地区大会記念ゴルフコンペは、残念な事に
中止となりましたが、地区大会は伊勢崎RC・群
馬境RC一丸となり、すばらしい地区大会であっ
たと思います。新型コロナの影響で、心配して
おりました20周年記念祝賀会が開催できた事は、
喜ばしく思います。 
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地区副幹事 松島 光雄 
 
森田年度(2019-2020年)の地区
副幹事として地区行事の多くに
携われたことは自分にとって非
常に勉強になりました。実際に
は2017年12月頃よりガバナー 
スタッフとしての会議をすすめていく中で、地
区の多岐にわたる活動と現状を少しずつ認識し
ていきました。各クラブやロータリアンの方々
の協力のもとに地区の組織図・目標・委員会活
動・地区行事・周年行事・ガバナー公式訪問・
ガバナー月信などが、成り立っているというこ
とをあらためて感じました。すべてにおいて貴
重な経験でありましが、自分にとっての達成感
はやはり地区大会です。事前の準備から当日の
式進行まで非常に勉強となりましたし、無事に
自分自身の役割を達成できたことは良い経験で
した。2年半にわたり一緒に行動したガバナース
タッフとはより親交が深まったと感じておりま
す。 

地区副幹事 安部 良憲 
 
入会6年目の時にガバナース
タッフの打診を受けました。正
直、即答できず迷いました。
ロータリー歴も浅く、よく理解
もできていない私が務まるのか 
と悩みました。しかし、森田ガバナー、新井幹
事の思いに感銘を受け、お引き受けさせて頂き
ました。準備期間から、今日まで多くのロータ
リアンとの出会い、各クラブの特色や奉仕活動、
地区の委員会活動など、本当に貴重な経験をさ
せて頂きました。この経験を今後の活動に生か
せればと思います。今年度、ご協力頂きました
皆様には心より感謝申し上げます。 

地区副幹事 髙橋 しげみ 
 
ガバナースタッフとしてスター
トをしてから、早いものでもう
すぐ一年を迎えようとしていま
す。スタッフにとお声をかけて
いただき、様々な経験をする機 

会を与えて頂いた事に心より感謝申しあげます。 
前所属のクラブに11年在籍の後、地元である伊
勢崎へ。 
伊勢崎ロータリークラブに入会してから、会員
の方々を通して、「伊勢崎の魅力」を再確認で
きたことも私にとりましては大きな喜びとなり
ました。 
そして、さらにガバナーの活動から、改めて
ロータリークラブについて深く学ぶ事ができ、
以前よりロータリークラブの一員として、何を
するべきなのかを深く思うようになりました。
この貴重な経験を今後のロータリーでの活動に
活かしていけたらと思います。 

地区副幹事 田中 泰亨 
 
ロータリークラブに入会して6
年と浅い経験ではありますが、
ガバナースタッフとして今年度
携わらせて頂きました。6年間
でロータリーを知る、伝える、 
理解するとは到底言えるような立場ではありま
せんが、ガバナースタッフという役割を通して、
ロータリーの意味や意義、そしてこの大きな組
織が1年間運営されるまで、これほどに多くの
方々の時間や労力、お金、アイディア、思いが
集まって運営されているのだという事を知る事
が出来ました。本当に多くの学びや、経験、そ
して多くの方々との出会いがあり、貴重な体験
をさせて頂きました。今年度、少しでもお役に
立てたのであれば幸いです。運営等でご迷惑を
お掛けしていましたら改めてお詫び申し上げま
す。 
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地区副幹事 須藤 正也 
 
森田年度のガバナースタッフと
しての感想は、少しですがロー
タリークラブ（運動）に触れる
事が出来たかなというものです。
ロータリー運動はとてつもなく 

大きく、深さを感じました。また、各年のガバ
ナーの思いの差も色々な所で感じました。 
実務として各行事を運営する際の重要なポイン
トは、ガバナーの明確な方向性（森田G OK） 
幹事と担当地区副幹事間の情報の共有が強い事
及び地区副幹事の方々の連帯の強さ。 



あとがき 

ガバナー月信に関して 

 原稿の締め切りは、毎月 15 日です。ワードまたはエクセル書式で作成の上、メール添付し
ガバナー事務所 morita@rid2840.jp まで送信してください。なお、7月号より山田ガバ
ナー(現ガバナーエレクト)事務所 yamada@rid2840.jp 宛てにお送り下さい。 
 
 

 新会員情報並びに訃報の締切りは、毎月 15 日です。（15日以降のご連絡分につきまして
は、次月号の掲載となります。）新会員につきましては氏名、入会日、職業分類、勤務先、
役職、推薦者氏名を記入の上、写真を添えて、ガバナー事務所ホームページの専用欄かメー
ルにてお送りください。なお、訃報につきましてはクラブ会長様に 250 字以内で追悼文を 
作成いただき、ご連絡をお願いいたします。 
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ガバナー事務所に関して 

 ガバナー事務所の開所時間は従前どおり午前10時から午後5時となっておりますのでよろし
くお願いいたします。 

一年間、ガバナー月信の担当として、原稿集めや校正等をしてきました。月信に関わった皆様
に感謝を申し上げます。今年度、月信担当となり感じたことですが、まず1カ月がとても早く
感じました。毎月15日に原稿を締め切り、その月の末日まで校正のやり取り・・・。 
翌月15日には締め切りから校正・・・の繰り返し・・・。この6月号をもって、私の任は終え
ます。ガバナー月信は地区情報をロータリアンに伝えるツールの一つです。また、過去の年度
の情報を知ることもできます。各年度のホームページには、月信ページが存在します。皆様が
積極的に地区ホームページにアクセスいただき、月信を閲覧することが、月信担当としての喜
びでもあります。年度は変わりますが、地区情報を知ることのできる手段として皆様の月信活
用を祈念します。1年間ありがとうございました。(地区副幹事 岸 慈音) 


